



















































日本 中国 韓国 台湾 合計
池入れ量上限 21.7 36.0 11.1 10.0 78.8
　4カ国の池入れ数量は決められているが、実際の池入れ量は平成 27年漁期が 37.8t、平成 28年漁期が












を指し，その量を制限する規則が池入れ量制限 ある．平成 27 年漁期（平成 26 年 11 月～平成
27 年 10 月）より，ニホンウナギの資源の保存及び管理を目的として，ニホンウナギを利用す
る主要な国・地域である日本，中国，台湾，韓国において池入れ量制限が行われている．この
4 カ国・地域全体で利用するシラスウナギの池入れ数量の上限値を表したものが表 1 である．4
カ国・地域全体の池入れ数量の上限値は平成 26 年漁期から 20％削減し，78.8t と決められてい
る[2]． 
表1 各国・地域の池入数量上限値（単位：t） 
 日本 中国 韓国 台湾 合計 
池入れ量上限 21.7 36.0 11.1 10.0 78.8 
 
4 カ国の池入れ数量は決められているが，実際の池入れ量は平成 27 年漁期が 37.8t，平成 28




る．日本以外の 3 カ国で池入れ数量の増加がみられる． 
 
 















































図2 ニホンウナギの SC の概念図 
 
 
図3 ウナギの国内流通量（平成 25 年）   
 
水産庁より報告された「ウナギをめぐる状況と対策」に基づき[2]，平成 26 年から平成 30 年
までのシラスウナギの池入れ数量と取引価格の推移を表したものが図 4 である．平成 27 年の
漁期から池入れ制限が実施され，平成 29 年の漁期まではシラスウナギが安定的に採捕された
ことで，取引価格は下落したと考えられる．しかし，平成 30 年漁期はシラスウナギが不漁のた
め，1kg あたり 299 万円まで高騰している．さらに今年度の池入れ数量は 15.2t であるが，その
ほとんどが輸入したものであり，国内のシラスウナギの来遊量は減少傾向にあるといえる． 
 
図 4 シラスウナギの池入れ数量と取引価格の推移1 2 
                                                   
1 各年の池入数量は，前年 11 月～当該年５月までの合計値．平成 15 年～平成 25 年までの池入数量は業界
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1 各年の池入数量は，前年 11 月～当該年５月までの合計値．平成 15 年～平成 25 年までの池入数量は業界




　水産庁より報告された「ウナギをめぐる状況と対策」に基づき［2］、平成 26年から 30 までのシ
ラスウナギの池入れ数量と取引価格の推移を表したものが図 4である。平成 27年の漁期から池入れ制
限が実施され、平成 29年の漁期まではシラスウナギが安定的に採捕されたことで、取引価格は下落し






図2 ニホンウナギの SC の概念図 
 
 
図3 ウナ 平成 25 年）  
 
水産庁より報告された「ウナギをめ に基づき[2]，平成 26 年から平成 30 年
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1 各年の池入数量は，前年 11 月～当該年５月までの合計値．平成 15 年～平成 25 年までの池入数量は業界












　平成 29年の「土用の丑の日」は 7月 25日と 8月 6日である。年によっては夏の「土用の丑の日」が
2回ある場合がある。総務省統計局家計調査［7］により平成 29年 7月及び 8月の「ウナギの蒲焼き」の
1世帯当たりの支出金額を日別にみると、土用の丑の日に当たる 7月 25日が 390円、8月 6日が 65円と、
同じ月の他の日に比べて特に多くなっている。図 5に 1世帯当たり「ウナギの蒲焼」の日別支出金額（平













平成 29 年の「土 7 25 日と 8 月 6 日である．年によっては夏の「土用 丑の
日」が 2 回ある場合がある．総務省統計局家計調査[7]により平成 29 年 7 月及び 8 月 「ウナギ
の蒲焼き」の 1 世帯当たりの支出金額を日別にみると，土用の丑の に当たる 7 月 25 日が 390
円，8 月 6 日が 65 円と，同じ月の他の日に比べて特に多くなっている．図 5 に１世帯当たり










表したものが図 6 である． 
 
図 6 ウナギの養殖期間 














平成 29 年の「土用の丑の日」は 7 月 25 日と 8 月 6 日である．年によっては夏の「土用の丑の
日」が 2 回ある場合がある．総務省統計局家計調査[7]により平成 29 年 7 月及び 8 月の「ウナギ
の蒲焼き」の 1 世帯当たりの支出金額を日別にみると，土用の丑の日に当たる 7 月 25 日が 390
円，8 月 6 日が 65 円と，同じ月の他の日に比べて特に多くなっている．図 5 に１世帯当たり










表したものが図 6 である． 
 



































































のシラスウナギ 1単位当たりの価格を 、生産業者から小売業者へのウナギの卸売価格を とする。





































 [𝑝𝑝𝑝𝑝𝑣𝑣𝑣𝑣𝐸𝐸𝐸𝐸𝑄𝑄𝑄𝑄��min�𝑥𝑥𝑥𝑥𝑦𝑦𝑦𝑦,𝑄𝑄𝑄𝑄��� − 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑠𝑠𝑠𝑠𝑥𝑥𝑥𝑥 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑥𝑥𝑥𝑥 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2𝐸𝐸𝐸𝐸𝑄𝑄𝑄𝑄��min�𝑥𝑥𝑥𝑥𝑦𝑦𝑦𝑦,𝑄𝑄𝑄𝑄���]. (1)  
ここで，𝐸𝐸𝐸𝐸𝑄𝑄𝑄𝑄��min�𝑥𝑥𝑥𝑥𝑦𝑦𝑦𝑦,𝑄𝑄𝑄𝑄���は小売業者へのウナギの出荷量の期待値を表す．上式の第 1 項は生産






 [𝑝𝑝𝑝𝑝1𝐸𝐸𝐸𝐸𝐷𝐷𝐷𝐷1[min {𝐷𝐷𝐷𝐷1,𝐿𝐿𝐿𝐿}] + 𝑝𝑝𝑝𝑝2𝐸𝐸𝐸𝐸𝐷𝐷𝐷𝐷1,𝐷𝐷𝐷𝐷2[min {𝐷𝐷𝐷𝐷2,𝑄𝑄𝑄𝑄 − min {𝐷𝐷𝐷𝐷1,𝐿𝐿𝐿𝐿}}] − 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑣𝑣𝑣𝑣𝑄𝑄𝑄𝑄] (2)  









の期待収益、第 2項はシラスウナギの仕入れ値、第 3項は養殖にかかるコスト、第 4項は加工にかかる





























𝐿𝐿𝐿𝐿∗ = 𝑄𝑄𝑄𝑄 𝑄 𝑄𝑄𝑄𝑄2−1 �1 𝑄
𝑝𝑝𝑝𝑝1
𝑝𝑝𝑝𝑝2

















x 𝑊𝑊𝑊𝑊𝑐𝑐𝑐𝑐(𝐿𝐿𝐿𝐿∗;𝐶𝐶𝐶𝐶) + 𝑉𝑉𝑉𝑉𝑐𝑐𝑐𝑐(𝐶𝐶𝐶𝐶) (5) 
ここで，最適な割引期間の販売数𝐿𝐿𝐿𝐿∗は(3)式，契約量が𝐶𝐶𝐶𝐶のときの生産業者 𝑉𝑉𝑉𝑉𝑐𝑐𝑐𝑐(𝐶𝐶𝐶𝐶)  













ギの蒲焼き」 卸売価格の散布図を図 8 に示す． 
 
 
図 8 シラスウナギの価格 ps とウナギの価格 pv の関係 
 
図 8　シラスウナギの価格 とウ 価格 の関係
　シラスウナギの価格と「ウナギの蒲焼き」の卸売価格の相関係数は 0.761であり、やや強い正の相関
が見られる。これより、以降の数値計算では、卸売価格を ＝0.348 ＋747.67とする。卸売契約を行
わないとき、小売業者からの受注量 は一様分布 －0.5 ＋1525, －0.5 ＋1575 に従うものと仮
定する。また、小売業者に対する消費者からの需要量もまた一様分布に従うものと仮定し、早期割引価
格の需要量を － ＋1900, － ＋2400 、定価の需要量を 100, 300 とする。また、その










期待利益（円） 25,144 期待利益（円） 188,211 213,355 
最適な池入れ量（匹） 474 最適な発注量（匹） 214 
ウナギの量（匹） 379 期待販売量（匹） 184 
廃棄量（匹） 165 廃棄量（匹） 30 195 
表 4　早期割引販売を実施した場合の計算結果
生産業者 小売業者 合計
期待利益（円） 38,480 期待利益（円） 345,972 384,452 
最適な池入れ量（匹） 724 最適な発注量（匹） 427 　
ウナギの量（匹） 579 期待販売量（匹） 368 　










総期待利益（円） 384,452 374,809 －3％
最適な池入れ量（匹） 724 546 －25％








シラスウナギの価格（円） 350 400 438 450 500 
総期待利益の差（円） ＋65,533 ＋65,324 ＋65,437 ＋65,524 ＋66,165 
最適な池入れ量の差（匹） －45 －53 －60 －61 －70 






池入れ上限値（匹） 500 600 700 800
総期待利益の差（円） ＋12,088 ＋33,532 ＋31,091 ＋65,437














1 　各年の池入数量は、前年 11月～当該年 5月までの合計値。平成 15年～平成 25年までの池入数量は業界









［4］水産庁、Data Format for Eel （Japan）、http://www.jfa.maff.go. jp/j/press/sigen/attach/pdf/170711-2.pdf（参照 2019-
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